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は
じ
め
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
二
○
一
○
年
に
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
「
女
性
と
平
和
・
安
全
保
障
」
の
国
別
行
動
計
画
（N

ation
al A

ction
 P

lan

）
が
策
定
さ
れ
た（

1
）。

市

民
社
会
に
よ
り
策
定
の
き
っ
か
け
が
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ
、
政
府
と
市
民
社
会
が
密
接
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
ま
た
ア
ジ
ア
で
最
初
の
計

画
で
あ
る
。
長
年
、
ル
ソ
ン
島
北
部
や
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
の
武
力
紛
争
を
抱
え
て
き
た
紛
争
当
時
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
策
定
さ
れ
た
国
別
行
動
計
画
は
、
平
和
構
築

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
二
○
一
○
年
に
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
の
国
別
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。
四
○
年
以
上
に
わ
た
り
、
国
内
に
お
け
る
武
力
紛
争
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
紛

争
当
時
国
に
お
け
る
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
計
画
で
あ
る
。

紛
争
に
関
連
す
る
女
性
の
課
題
の
解
決
に
対
し
、
国
別
行
動
計
画
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
二
○
一
四
年
八
月
に
お
こ
な
っ
た

現
地
調
査
か
ら
は
、
①
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
固
有
の
経
験
と
平
和
構
築
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
女
性
の
貢
献
に
関
す
る
認
識
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
②
政
府
と

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
団
の
政
府
側
主
席
交
渉
担
当
官
等
、
平
和
関
連
の
要
職
に
女
性
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
地
域
に
お
け
る
計
画
実
現
に
向
け

て
、
国
別
行
動
計
画
の
「
地
域
化
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
進
展
が
確
認
で
き
た
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
統
一
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
指
標
の
数
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
を
克
服
し
、
国
別
行
動
計
画
が
、
性
的
暴
力
を
含
む

武
力
紛
争
に
関
連
す
る
女
性
の
課
題
の
解
決
と
持
続
的
な
平
和
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

論
文
要
旨
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に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
貢
献
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
○
一
四
年
八
月
の
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
国
別
行
動
計
画
の
実
施
を
通
じ
た
平
和
構
築
の
成

果
と
課
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、武
力
紛
争
に
お
け
る
女
性
の
状
況
に
つ
い
て
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
に
触
れ
つ
つ
簡
単
に
述
べ
た
後
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
武
力
紛
争
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

続
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
策
定
の
経
緯
と
内
容
を
概
観
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
市
民
社
会
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト

を
手
が
か
り
に
国
別
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
を
概
説
す
る
。
そ
の
後
、
現
地
に
お
け
る
聞
き
取
り
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

二　

武
力
紛
争
と
女
性
〜
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
「
女
性
と
平
和
・
安
全
保
障
」
お
よ
び
国
別
行
動
計
画
の
意
義

武
力
紛
争
で
は
、
紛
争
当
事
者
の
主
張
、
武
力
衝
突
が
発
生
し
て
い
る
場
所
や
そ
こ
で
の
死
者
、
負
傷
者
に
関
心
が
向
け
ら
れ
が
ち
だ
が
、
紛
争
そ
の
も
の
に
参
加
す

る
兵
士
、
民
兵
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
暮
ら
す
女
性
、
子
ど
も
等
、
す
べ
て
の
人
に
武
力
紛
争
は
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

国
際
移
住
機
関
（In

tern
ation

al O
rgan

ization
 for M

igration
: 

Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
が
二
○
一
○
年
に
発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

で
避
難
民
と
な
っ
た
四
四
万
七
千
二
百
一
三
人
の
う
ち
、
女
性
が
二
七
万
四
千
五
百
四
九
人
（
六
一
・
四
％
）
を
占
め
た（

2
）。

こ
の
よ
う
に
、
女
性
は
紛
争
に
よ
り
住
む
場
所

を
失
い
、
他
の
場
所
で
生
計
を
立
て
よ
う
と
す
る
人
々
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
女
性
は
、
紛
争
か
ら
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
子
ど
も
を
含
む
家
族
の
日
常
生
活
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
他
、
平
和
の
回
復
に
向
け
、
非
公
式
な
形
で
紛
争
当
事
者
間
の
対
話
を
促
し
た
り
、
生
計
創
出
事
業
を
始
め
た
り
、
支
援
物
資
の
配
付
に
協
力
す
る

な
ど
し
、
考
え
得
る
様
々
な
努
力
を
地
域
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

3
）。

し
か
し
、
物
資
の
配
付
等
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
が
後
回
し
に
さ
れ
た
り
、

ま
た
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
目
が
向
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
多
い
。
夫
が
兵
士
と
し
て
紛
争
に
参
加
し
た
り
、
命
を
落
と
し
て
い
る
場
合
や
、
子
ど
も
や
親
族
と
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
心
理
的
不
安
や
ス
ト
レ
ス
も
大
き
い
が
、
女
性
が
安
心
し
て
問
題
や
ニ
ー
ズ
を
口
に
出
せ
る
環
境
は
整
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い（

4
）。

加
え
て
、
武
力
紛
争
下
で
は
、
常
に
女
性
は
性
的
虐
待
や
暴
力
の
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
避
難
民
で
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン

プ
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
紛
争
下
で
性
的
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
女
性
が
加
害
者
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て

い
る（

5
）。
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さ
ら
に
、
女
性
が
兵
士
と
し
て
紛
争
に
参
加
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
女
性
兵
士
は
か
な
り
の
数
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
武
器
を
持
っ
て
戦
わ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
組
織
内
の
教
育
や
様
々
な
調
整
に
深
く
関
与
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
と
さ
れ
、
武
装
組
織
の
存
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

6
）。

し
か
し
な
が
ら
、
武
装
解
除
・
動
員
解
除
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
女
性
の
存
在
や
問
題
に
目
が
向
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

武
力
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
た
初
め
て
の
安
保
理
決
議
と
し
て
二
○
○
○
年
一
○
月
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
「
女
性
と
平
和
・

安
全
保
障
」
に
つ
い
て
は
、
決
議
実
施
を
推
進
す
る
た
め
に
、
一
三
二
五
号
で
包
括
的
に
確
認
さ
れ
た
、
性
的
暴
力
を
始
め
と
す
る
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
固
有
の
課
題

へ
の
対
応
や
、
紛
争
予
防
か
ら
平
和
構
築
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
女
性
の
十
分
な
参
加
を
よ
り
具
体
的
に
規
定
す
る
た
め
に
、
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴

力
に
焦
点
を
絞
っ
た
安
保
理
決
議
一
八
二
○
号
等
、
こ
れ
ま
で
に
計
六
本
の
関
連
安
保
理
決
議
が
採
択
さ
れ
て
き
て
い
る（

7
）。

国
別
行
動
計
画
は
、
一
三
二
五
号
お
よ
び
関
連
決
議
を
各
国
内
で
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
決
議
採
択
後
の
討
議
の
な
か
で
、
安
保
理
議
長
や
国
連
事

務
総
長
に
よ
っ
て
加
盟
国
や
関
係
機
関
に
対
し
策
定
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
○
○
五
年
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
四
六
ヵ
国
に
お
い
て
国
別
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ

て
き
た（

8
）。

最
近
で
は
、国
別
行
動
計
画
を
地
域
レ
ベ
ル
で
具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、国
別
行
動
計
画
の
「
地
域
化
（localization

）」
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三　

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
武
力
紛
争

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
一
九
六
○
年
代
以
降
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
に
お
け
る
武
力
紛
争
が
継
続
し
て
き
て
お
り
、
軍
隊
や
警
察
と
反
政
府
軍
と
の
間
の
衝
突
に
よ
り
、

多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
き
た
。
主
要
な
武
力
紛
争
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
政
府
と
民
族
民
主
戦
線
（N

ation
al D

em
ocratic F

ron
t

、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

産
党
、新
人
民
軍
（N
ew

 P
eople's A

rm
y

、Ｎ
Ｐ
Ａ
）
と
の
間
で
戦
わ
れ
て
き
た
武
力
紛
争
と
、政
府
と
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
お
け
る
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（M

oro 

Islam
ic L

iberation
 F

ron
t

、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
と
の
間
の
武
力
紛
争
で
あ
る
。
紛
争
の
主
要
な
原
因
と
し
て
は
、
土
地
に
代
表
さ
れ
る
資
源
・
資
産
の
保
有
に
お
け
る
大
き

な
格
差
と
貧
困
が
挙
げ
ら
れ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
お
け
る
紛
争
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
宗
教
的
文
化
的
な
違
い
を
原
因
と
す
る
差
別
や
不
平
等
の
問
題
が
加
わ
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
け
る
地
域
間
の
格
差
は
非
常
に
大
き
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
間
開
発
報
告
（
二
○
○
八

－

二
○
○
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
六
年
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
貧
困

率
が
八
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域（

9
）の

ス
ー
ル
ー
州
で
は
九
三
・
八
％
に
達
し
た（

10
）。

先
住
民
・
少
数
部
族
の
人
々
が
居
住
す
る
地
域



4

と
紛
争
地
域
が
重
な
っ
て
い
る
傾
向
も
強
い
。

土
地
・
資
源
の
不
平
等
な
分
配
に
代
表
さ
れ
る
、
国
内
の
経
済
的
社
会
的
不
公
正
に
異
議
を
唱
え
る
農
民
グ
ル
ー
プ
や
労
働
組
合
か
ら
構
成
さ
れ
る
民
族
民
主
戦
線
は
、

国
外
、国
内
の
抑
圧
的
勢
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
民
主
的
国
家
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、民
族
民
主
戦
線
に
参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党
が
、

一
九
六
九
年
に
、
そ
の
武
装
組
織
と
し
て
新
人
民
軍
を
結
成
し
、
当
時
の
マ
ル
コ
ス
政
権
を
倒
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
武
装
闘
争
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
多
く
の
武
力
紛
争
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

11
）。

人
々
を
新
人
民
軍
に
駆
り
立
て
た
背
景
に
は
貧
困
の
問
題
が
あ
る
。
民
族
民
主
戦
線
と
政
府
と
の
間
の

武
力
紛
争
で
は
、
一
九
六
九
年
以
降
、
約
四
万
人
が
命
を
落
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

12
）。

軍
隊
に
よ
る
と
さ
れ
る
、
裁
判
を
経
る
こ
と
の
な
い
殺
害
や
強
制
失
踪
の
事
例
も

数
多
く
存
在
し
、
そ
の
こ
と
が
さ
ら
に
、
政
府
と
民
族
民
主
戦
線
や
他
の
組
織
と
の
緊
張
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た（

13
）。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
部
に
お
け
る
紛
争
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
る
自
治
・
独
立
要
求
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
間
の
貧
富
の
格
差
や
不
平
等
の
存
在
で
あ
る（

14
）。

国
家
統
計
調
整
委
員
会
（N

ation
al S

tatistical C
oordin

ation
 B

oard

）
が
発
表
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
最
貧
一
○
州
の
う
ち
六
州
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
存
在
す
る（

15
）。

武
力
紛
争
の
直
接
的
な
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
八
年
に
発
生
し
た
ジ
ャ
ビ
ダ
虐
殺

（Jabidah
 M

assacre

）
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
に
よ
る
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
殺
害
で
あ
り（

16
）、こ

の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
（M

oro 

N
ation

al L
iberation

 F
ron

t

、
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）（

17
）、

さ
ら
に
現
在
の
紛
争
の
主
要
勢
力
で
あ
る
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線（

18
）が

誕
生
し
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
紛
争
で
は
、

約
一
五
万
人
が
命
を
落
と
し
、
約
二
百
万
の
人
々
が
住
む
家
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
さ
れ
る（

19
）。

こ
れ
ら
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
和
平
交
渉
の
試
み
は

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
た
と
え
ば
、
二
○
○
四
年
の
民
族
民
主
戦
線
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
の
交
渉
で
は
、
民
族
民
主
戦
線
が
ア
メ
リ
カ
合
州
国
と
Ｅ
Ｕ
の
テ

ロ
組
織
リ
ス
ト
か
ら
自
分
た
ち
の
組
織
を
削
除
す
る
よ
う
要
求
し
た
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
決
裂
し
た（

20
）。

こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
紛
争
と
並
び
、
近
年
、
深
刻
な
脅
威
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
有
力
者
の
一
族
が
自
分
た
ち
の
利
権
を
守
る
た
め
に
雇
い
入
れ
る
私

兵
の
存
在
で
あ
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
、
こ
う
し
た
私
兵
に
よ
る
暴
力
の
件
数
が
、
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
間
の
武
力
衝
突
を
上
回
る
事
態
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
紛
争
の
た
め
に
、
国
内
に
お
け
る
小
型
武
器
の
流
通
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る（

21
）。

二
○
一
○
年
六
月
に
就
任
し
た
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
三
世
大
統
領
は
、
民
族
民
主
戦
線
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
を
再
開
す
る
と
同
時
に
、
二
方

向
で
の
国
内
の
和
平
実
現
、
す
な
わ
ち
、
和
平
合
意
を
締
結
し
、
す
べ
て
の
武
力
紛
争
に
政
治
的
決
着
を
つ
け
る
こ
と
（
ト
ラ
ッ
ク
1
）
と
、
武
力
紛
争
の
原
因
と
な
る

課
題
の
解
決
を
目
指
す
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
平
和
で
発
展
す
る
地
域
）
プ
ロ
グ
ラ
ム（

22
）の

実
施
（
ト
ラ
ッ
ク
2
）
を
推
進
し
て
い
る
。
政
府
は
、
主
要
な
武
装
組
織
と
交
渉
を
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進
め
、
こ
れ
に
よ
り
、
二
○
一
一
年
七
月
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
ル
ソ
ン
島
北
部
に
拠
点
を
置
く
先
住
民
を
主
体
と
す
る
武
装
組
織
で
あ
る
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解

放
軍
（C

ordillera P
eople's L

iberation
 A

rm
y

）（
23
）と

の
間
で
停
戦
合
意
（closu

re agreem
en

t

）
が
締
結
さ
れ
た（

24
）。

ま
た
、
二
○
一
四
年
三
月
に
は
、
政
府
と
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
間
で
、
和
平
に
向
け
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
包
括
和
平
合
意
（C

om
preh

en
sive A

greem
en

t on
 th

e B
an

gsam
oro

）
が
締
結
さ
れ
た（

25
）。

四　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
別
行
動
計
画
は
、
二
○
一
○
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
三
人
の
女
性
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
策
定
の
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て

お
り（

26
）、

終
始
、
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
緊
密
に
協
力
し
な
が
ら
策
定
が
お
こ
な
わ
れ
た（

27
）。

国
別
行
動
計
画
の
冒
頭
で
説
明
さ
れ
て
い
る
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
女
性
問
題
担
当
機
関
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
シ
ー
ナ
リ
ー
）
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
（P

h
ilippin

e C
om

m
ission

 on
 W

om
en

、
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）、
和
平
プ

ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
（O

ffice of th
e P

residen
tial A

dviser on
 th

e P
eace P

rocess

、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｐ
）、
女
性
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
国
際
女
性
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（In
tern

ation
al W

om
en

's T
ribu

n
e C

en
tre

、
Ｉ
Ｗ
Ｔ
Ｃ
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
民
族
民
主
戦
線
と
の
間
の
合
意
で

あ
る
「
人
権
・
国
際
人
道
法
尊
重
の
た
め
の
包
括
的
合
意
（C

om
preh

en
sive A

greem
en

t on
 R

espect for H
u

m
an

 R
igh

ts an
d In

tern
ation

al H
u

m
an

itarian
 

L
aw

、C
A

R
H

R
H

IL

）」
の
遵
守
を
監
視
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
第
三
者
機
関
で
あ
るS

u
lon

g C
A

R
H

R
H

IL （
28
）の

四
者
が
参
加
し
て
二
○
○
九
年
三
月
に
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
と
一
八
二
○
号
の
効
果
的
実
施
に
向
け
て
、
国
別
行
動
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
課
題
を
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
各
地
域

で
の
協
議
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
、そ
の
後
、ミ
リ
ア
ム
大
学
平
和
教
育
セ
ン
タ
ー
（C

en
ter for P

eace E
du

cation

）
や
、同
大
学
女
性
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
所
（W

om
en

 an
d G

en
der In

stitu
te

、
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｉ
）
等
も
加
わ
っ
た（

29
）。

準
備
委
員
会
は
、
国
内
の
各
地
域
に
お
け
る
協
議
を
六
回
、
全
国
レ
ベ
ル
の
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
二
回
、
開
催
し
、
国
別
行
動
計
画
案
の
策
定
を
進
め
た
。
具
体

的
に
は
、
南
部
タ
ガ
ロ
グ
及
び
ビ
コ
ル
地
方
を
対
象
に
二
○
○
九
年
八
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
ル
セ
ナ
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
一
回
の
地
域
協
議
を
皮
切
り
に
、
ヴ
ィ

サ
ヤ
地
方
を
対
象
に
し
た
バ
コ
ロ
ド
市
で
の
協
議
、
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
行
政
地
域
と
北
部
ル
ソ
ン
を
対
象
に
し
た
バ
ギ
オ
市
で
の
協
議
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地

域
以
外
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
を
対
象
に
し
た
ダ
バ
オ
市
で
の
協
議
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
を
対
象
に
し
た
マ
ラ
ウ
ィ
市
で
の
協
議
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
の

協
議
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
協
議
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
国
別
行
動
計
画
案
の
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
一
度
目
は
主
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
対
象
に
、
二
度
目
は
省
庁
を
対
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象
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
す
べ
て
の
地
域
協
議
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
委
員
会
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
、
国
家
経
済
開
発
庁
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）
等
の
主
要
省
庁
が
参
加
し
た（

30
）。

検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
行
動
計
画
案
は
、
地
域
協
議
と
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ（

31
）、

そ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
さ
ら
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
行

政
令
八
六
五
号
に
よ
り
二
○
一
○
年
三
月
一
日
に
成
立
し
た（

32
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
別
行
動
計
画
は
、
そ
の
前
文
で
、
持
続
的
な
平
和
は
紛
争
防
止
お
よ
び
解
決
と
平
和
構
築
に
女
性
が
十
分
に
参
加
し
な
い
限
り
実
現
不
可
能
で
あ
る

と
述
べ
、
ま
た
、
前
文
の
最
後
で
は
、
国
別
行
動
計
画
は
、
地
域
社
会
そ
し
て
国
全
体
に
と
り
、
女
性
が
紛
争
の
被
害
者
か
ら
平
和
の
主
体
か
つ
構
築
者
と
な
る
こ
と
を

促
す
も
の
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
る（

33
）。

計
画
は
、
四
つ
の
目
的
と
一
八
の
行
動
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
六
三
の
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
各
目
的
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
目
的
1　

保
護
と
予
防
》

 　

女
性
の
人
権
を
保
護
し
、
武
力
紛
争
下
お
よ
び
紛
争
後
の
状
況
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
。

《
目
的
2　

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
参
加
》

 　

  

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
促
進
し
、
平
和
構
築
、
平
和
維
持
、
紛
争
防
止
、
紛
争
解
決
、
復
興
の
各
分
野
に
お
け
る
女
性
の
積
極
的
か
つ
有
意
義
な
参
加
を
確
保

す
る
。

《
目
的
3　

主
流
化
促
進
》

 　

紛
争
防
止
、
紛
争
解
決
、
平
和
構
築
の
す
べ
て
の
側
面
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
主
流
化
す
る
。

《
目
的
4　

能
力
育
成
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
》

 　

国
別
行
動
計
画
が
そ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
計
画
実
施
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
評
価
し
報
告
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
制
度
化
す
る
。

国
別
行
動
計
画
は
、
目
的
3
の
中
で
、
地
域
に
お
け
る
計
画
の
実
施
を
地
方
自
治
体
に
求
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
一
三
二
五
号
決
議
を
実
施
す
る
た
め
の
条
例

や
決
議
を
採
択
す
る
こ
と
や
、自
治
体
レ
ベ
ル
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
計
画
（
二
○
一
一
―
二
○
一
六
年
）
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で
は
、
国
内
に
お
け
る
平
和
と
安
全
保
障
の
実
現
に
向
け
た
重
要
戦
略
と
し
て
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
の
実
施
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

34
）。

五　

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
別
行
動
計
画
の
進
捗
状
況

各
国
の
国
別
行
動
計
画
に
関
し
て
は
、
二
○
一
○
年
よ
り
毎
年
、
世
界
規
模
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
「
女
性
平
和
構
築
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（G

lobal N
etw

ork 

of W
om

en
 P

eacebu
ilders

）」
が
支
援
し
、
市
民
社
会
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
（C

ivil S
ociety M

on
itorin

g R
eport

）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を

参
考
に
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
国
別
行
動
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
を
検
討
し
て
み
た
い
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
発
表
さ
れ
て
い
る
指
標
は
、

必
ず
し
も
国
別
行
動
計
画
の
指
標
と
合
致
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
国
別
行
動
計
画
の
構
成
と
は
異
な
り
、「
参
加
」「
防
止
・
保
護
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
浸
透
促
進
」

の
三
分
野
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

五
―
一　

参
加

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
ま
ず
、「
女
性
と
平
和
・
安
全
保
障
」
に
の
み
関
係
す
る
の
で
は
な
い
、
国
内
に
お
け
る
女
性
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
状
況
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
行
政
・
立
法
機
関
に
お
け
る
女
性
の
参
加
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
○
一
二
年
に
は
管
理
職
レ
ベ
ル
の
国
家
公
務
員
の
二
九
・
六
％
が
女
性
で
あ
り
、
こ
の
数

字
は
、
二
○
○
九
年
の
二
九
・
二
％
か
ら
二
○
一
○
年
に
三
一
・
二
％
、
二
○
一
一
年
に
三
一
・
七
％
に
微
増
後
、
ま
た
二
○
○
九
年
レ
ベ
ル
の
数
字
に
戻
っ
て
い
る
。
地
方

公
務
員
に
占
め
る
女
性
比
率
は
、
二
○
一
二
年
に
一
六
・
四
％
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
二
○
○
九
年
の
一
六
％
か
ら
二
○
一
一
年
に
一
八
・
四
％
に
増
え
た
後
、
二
○
○
九
年

レ
ベ
ル
に
戻
っ
て
い
る
。
省
庁
の
な
か
で
最
も
女
性
の
登
用
が
進
ん
で
い
る
の
は
外
務
省
で
あ
り
、
二
○
一
二
年
に
は
大
使
の
三
六
・
九
％
、
総
領
事
の
三
○
％
が
女
性
で

あ
っ
た
。
閣
僚
で
は
一
七
・
五
％
、上
院
議
員
で
は
一
三
％
、下
院
議
員
で
は
二
二
・
九
％
が
女
性
で
あ
っ
た（

35
）。

平
和
問
題
を
担
当
す
る
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
も
、

二
○
一
五
年
三
月
時
点
で
女
性
で
あ
る
テ
レ
シ
タ
・
ク
イ
ン
ト
ス

デ
レ
ス
（T

eresita Q
u

in
tos-D

eles

）
が
務
め
て
い
る（

36
）。

地
方
政
府
で
は
、
二
〇
一
二
年
の
時
点
で
、

州
知
事
の
一
八
・
七
％
、
市
長
の
一
九
・
六
％
、
町
長
の
一
六
・
六
％
、
最
小
の
行
政
区
で
あ
る
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
長
で
あ
る
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
（B

aran
gay 

C
aptain

）
の
一
六
・
四
％
が
女
性
で
あ
っ
た（

37
）。

平
和
問
題
に
お
け
る
女
性
の
参
加
に
関
し
重
要
な
進
展
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
団
の
政
府
側
の
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主
席
交
渉
担
当
官
と
し
て
、
一
九
九
七
年
の
交
渉
開
始
以
来
初
め
て
、
女
性
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
教
授
の
ミ
リ
ア
ム
・
コ
ロ
ネ
ル

フ
ェ
レ
ル
（M

iriam
 C

oron
el-

F
errer

）
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
側
も
、
二
○
一
二
年
に
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（B

oard of C
on

su
ltan

ts

）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
二
名
の
女
性
を
指
名
し
た（

38
）。

彼
女
た
ち
は
通
常
の
和
平
交
渉
の
場
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
彼
女
た
ち
の
存
在
は
女
性
の
声
や
心
情
が
交
渉
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の
副
議
長
は
述
べ
て
い
る（

39
）。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
国
別
行
動
計
画
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
「
一
三
二
五
号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

om
en

 E
n

gaged in
 A

ction
 on

 1325

、W
E

 A
ct 1325

）」
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域
の
女
性
と

の
協
議
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の
和
平
合
意
へ
の
提
言
と
し
て
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
平
和
と
安
全
保
障
に
向
け
た
女
性
の
課
題
」
に

ま
と
め
、
両
当
事
者
に
提
出
し
た（

40
）。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
反
映
し
て
、
二
○
一
二
年
に
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
バ
ン
サ
モ
ロ
枠
組

合
意
（F

ram
ew

ork A
greem

en
t on

 th
e B

an
gsam

oro

）（
41
）に

は
、「
基
本
的
権
利
」
と
「
正
常
化
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
に
関
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
連
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
基
本
的
権
利
」
で
は
、「
政
治
参
加
と
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
女
性
の
権
利
」
と
「
社
会
的
経
済
的
活
動
に
お

け
る
平
等
な
機
会
と
非
差
別
へ
の
権
利
」
が
記
載
さ
れ
、「
正
常
化
」
で
は
、
人
間
の
安
全
保
障
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の
戦
闘
員
・

非
戦
闘
員
、
先
住
民
、
女
性
、
子
ど
も
や
国
内
避
難
民
が
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
ド
ナ
ー
の
支
援
を
得
る
必
要
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
女
性
の
和
平
交
渉
へ
の
参
加
が
、
こ
う
し
た
文
言
に
結
び
つ
い
た
と
評
価
し
て
い
る（

42
）。

女
性
は
、
バ
ン
サ
モ
ロ
移
行
委
員
会
（B

an
gsam

oro T
ran

sition
 

C
om

m
ission

）
に
も
加
わ
っ
て
お
り
、
政
府
側
か
ら
二
名
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
側
か
ら
二
名
の
女
性
が
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
三
名
は
、
前
述
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

「
一
三
二
五
号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

E
 A

ct 1325

）」
で
活
動
し
て
き
て
お
り
、
市
民
社
会
と
の
結
び
つ
き
も
強
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
有
す
る
女
性
た
ち
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
で
き
る
バ
ン
サ
モ
ロ
行
政
地
区
を
統
治
す
る
た
め
の
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
（B

an
gsam

oro B
asic L

aw

）
の
草
案
に
女
性
の
課
題
や
関
心

が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る（

43
）。

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
で
は
、
政
府
側
の
和
平
交
渉
団
の
五
名
中
、
女
性
が
二
名
を
占
め
、
全

体
の
四
○
％
に
達
し
て
い
る
他
、
法
務
チ
ー
ム
で
は
六
○
％
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。
民
族
民
主
戦
線
と
の
和
平
交
渉
で
は
、
政
府
側
の
和
平
交
渉
団
五
名
中
、
女
性
は

二
名
で
四
○
％
を
占
め
て
い
る（

44
）。

ル
ソ
ン
島
北
部
に
お
い
て
武
装
闘
争
を
展
開
し
て
き
た
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
・
ボ
ド
ン
行
政
府
―
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解
放
軍
（
Ｃ
Ｂ
Ａ
―
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
と
政
府
と
の
間
で
は
、

二
〇
一
一
年
に
合
意
覚
え
書
き
（M

em
oran

du
m

 of A
greem

en
t

）
が
交
わ
さ
れ
た
が
、特
筆
す
べ
き
成
果
の
一
つ
と
し
て
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
・
ボ
ド
ン
行
政
府
―
コ
ル
デ
ィ

レ
ラ
人
民
解
放
軍
が
、
社
会
経
済
開
発
の
た
め
の
組
織
へ
と
改
編
さ
れ
、
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
平
和
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
（C

ordillera Forum
 on P

eace and D
evelopm

ent

、
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Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
と
名
称
を
変
更
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
平
和
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
生
計
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け
皿
と
し
て
、
ル
ソ
ン
島
北
部
の

各
州
に
一
○
名
か
ら
成
る
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
合
意
覚
え
書
き
に
は
特
に
女
性
の
課
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
担
当
す
る
女
性
次
官
で
あ
る
サ
ン
ド
バ
ル
は
、
合
意
実
施
に
は
女
性
が
関
わ
っ
て
お
り
、
女
性
が
利
用
で
き
る
経
済
的
機
会
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る（

45
）。

司
法
・
安
全
保
障
・
平
和
維
持
の
分
野
で
、
最
も
女
性
の
進
出
が
進
ん
で
い
る
の
は
司
法
で
あ
り
、
全
裁
判
官
中
、
三
八
％
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。
最
高
裁
判
事
全

一
五
名
中
、
三
名
が
女
性
だ
が
、
特
筆
す
べ
き
は
二
○
一
二
年
八
月
に
史
上
初
と
な
る
女
性
の
最
高
裁
長
官
が
指
名
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
二
歳
と
い
う
史
上
二
番
目

の
若
さ
で
就
任
し
た
最
高
裁
長
官
は
、
七
○
歳
の
定
年
ま
で
一
八
年
間
、
最
高
裁
長
官
を
務
め
る
こ
と
に
な
る（

46
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
（A

rm
ed F

orces of th
e P

h
ilippin

es

）
に
は
、
以
前
は
女
性
補
助
部
隊
（W

om
en

’s A
u

xiliary C
orps

）
が
存
在
し
た
が
、
女
性
だ
け
に
割
り

当
て
る
べ
き
特
別
な
任
務
は
既
に
な
い
と
し
て
、
二
○
一
三
年
七
月
に
解
体
さ
れ
た
。
現
在
で
は
女
性
は
、
技
術
職
や
行
政
職
だ
け
で
な
く
、
前
線
の
任
務
も
担
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
陸
軍
、
空
軍
、
海
軍
の
な
か
で
、
最
も
女
性
数
が
多
い
の
は
陸
軍
で
あ
り
、
一
八
二
二
名
が
女
性
で
あ
る
が
、
全
体
数
が
多
い
た
め
、
全
体
に
占
め
る

割
合
は
二
・
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
海
軍
で
は
五
・
三
％
、
空
軍
で
は
一
一
・
八
％
が
女
性
で
あ
る
。
昇
進
に
必
要
な
の
は
経
験
年
数
や
研
修
受
講
歴
で
あ
り
、
女
性
で
あ
る
こ

と
を
理
由
と
す
る
障
害
は
公
的
に
は
存
在
し
な
い
が
、
陸
軍
が
お
こ
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
妊
娠
に
伴
う
休
暇
取
得
等
が
理
由
と
な
り
昇
進
に
必
要
な
試
験
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
っ
た
理
由
で
、
昇
進
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

47
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
に
は
一
万
八
千
四
七
九
人
の
女
性
が
存
在
し
、
全
体
の
一
二
・
五
五
％
を
占
め
る
が
、
管
理
職
レ
ベ
ル
の
女
性
は
少
数
で
あ
る
。
最
高
ラ
ン
ク
で

あ
る
長
官
（D

irector G
en

eral

）
に
就
い
た
女
性
は
ま
だ
い
な
い
も
の
の
、
二
○
一
二
年
六
月
に
は
こ
れ
ま
で
で
最
高
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
な
る
警
務
部
長
（P

olice 

D
irector

）
に
女
性
が
任
命
さ
れ
た（

48
）。

国
軍
や
警
察
に
占
め
る
女
性
数
が
少
な
い
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
関
で
学
ぶ
女
性
数
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
○
一
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
士
官
学
校
（P

h
ilippin

e M
ilitary A

cadem
y

）
に
入
学
し
た
学
生
中
、
女
性
は
一
九
名
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
四
・
八
％
だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
ア
カ
デ
ミ
ー

（P
h

ilippin
e N

ation
al P

olice A
cadem

y

）
で
は
、
三
五
○
名
の
入
学
者
中
、
女
性
は
二
八
名
（
八
％
）
だ
っ
た（

49
）。

世
界
で
展
開
す
る
国
連
の
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
参
加
す
る
女
性
数
も
限
ら
れ
て
い
る
。
国
連
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
二
○
一
二
年
で
は

四
三
名
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
派
遣
要
員
全
体
の
六
・
○
八
％
で
あ
っ
た
。
軍
事
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
女
性
は
お
ら
ず
、
ま
た
警
察
隊
の
派
遣
は
お
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こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
ゴ
ラ
ン
高
原
で
活
動
す
る
国
連
兵
力
引
き
離
し
監
視
隊
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｆ
）
の
歩
兵
大
隊
に
一
六
名
の
女
性
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
他
、国
連
リ
ベ
リ
ア
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
）
に
一
二
名
、
国
連
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｈ
）
に
九
名
の
女
性
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ

要
員
に
は
一
○
％
の
女
性
ク
オ
ー
タ
が
あ
り
、
女
性
の
増
員
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
平
和
維
持
活
動
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
女
性
に
は
家
族
や
子
ど

も
か
ら
遠
く
離
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
く
こ
と
を
躊
躇
す
る
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
が
平
和
維
持
活
動
へ
の
応
募
が
少
な
い
理
由
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
女
性
も
い
る（

50
）。

安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
の
実
施
を
監
視
す
る
た
め
の
公
的
な
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
に
関
す
る
国
内
運
営
委
員
会

（N
ation

al S
teerin

g C
om

m
ittee on

 W
om

en
, P

eace an
d S

ecu
rity

）」
は
、
省
庁
の
ト
ッ
プ
九
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る（

51
）。

運
営
委
員
会
の
設
置
根
拠
と
な
っ
た

行
政
令
八
六
五
号
で
は
、
国
別
行
動
計
画
の
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
組
織
、
特
に
平
和
と
女
性
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
組
織
と
積
極
的

に
協
力
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
委
員
会
に
は
市
民
組
織
の
代
表
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
市
民
社
会
と
し
て
国
別
行
動
計
画

の
実
施
を
支
援
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
前
述
の
「
一
三
二
五
号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

E
 A

ct 1325

）」
で
あ
り
、
現
在
、
三
四
の
組
織
が
参
加
し
て

い
る（

52
）。

五
―
二　

防
止
と
保
護

一
九
九
八
年
に
公
布
さ
れ
た
共
和
国
法
六
九
七
五
号
に
よ
り
全
国
の
警
察
署
へ
の
設
置
が
規
定
さ
れ
た
「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
（W

om
en

 an
d C

h
ildren

 

P
rotection

 D
esk

、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）」
へ
の
「
性
的
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
」
報
告
件
数
は
、
二
○
一
一
年
の
一
万
二
千
九
四
八
件
か
ら
、
二
○
一
二
年
に
は

一
万
五
千
九
六
九
件
に
増
加
し
た
。
増
加
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
意
識
が

向
上
し
、
被
害
者
が
頼
れ
る
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
が
拡
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
判
断
が
難
し
い
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
に
報
告
さ
れ

る
「
性
的
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
」
は
、
紛
争
に
関
連
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
し
て
い
な
い
。
二
○
一
二
年
時
点
で
、
全
国
の
一
七
六
六
の

警
察
署
に
「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
が
設
置
さ
れ
、
三
千
二
百
八
八
人
の
警
察
官
が
、
性
的
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
は
、A

len
g P

u
lis

（
女
性
警
察
）
と
い
う
名
称
の
家
庭
内
暴
力
・
虐
待
を
通
報
す
る
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
開
設
し
て
お
り
、
二
○
一
二
年
に

は
三
千
四
百
五
一
件
に
対
応
し
た（

53
）。
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平
和
と
安
全
保
障
に
関
連
す
る
女
性
の
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
、
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
、
タ
ブ
ッ
ク
市
、
レ

ア
ル
市
等
の
地
方
自
治
体
が
、
一
三
二
五
号
決
議
支
持
の
条
例
制
定
や
、
女
性
を
対
象
に
し
た
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
等
の
形
で
国
別
行
動
計
画
を
自
治
体
の
政
策
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
、「
地
域
化
」
を
推
進
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
で
は
、
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
に
対
し
、
地
域
の
市
民
組
織
と
協
力
し
て

バ
ラ
ン
ガ
イ
レ
ベ
ル
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
奨
励
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
と
ス
ー
ル
ー
州
で
は
、
自
治
体
が
人
道
的
支
援
を
実
施
す
る
た

め
の
受
け
皿
と
し
て
、
ま
た
女
性
が
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
た
め
の
能
力
強
化
の
場
と
し
て
「
女
性
子
ど
も
平
和
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た（

54
）。

復
興
に
向
け
た
施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
経
済
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（econ

om
ic packages

）」
が
あ
り
、
生
計
創
出
の
た
め
の
様
々
な
支
援
が
含
ま
れ
る
が
、
二
○

一
二
年
に
お
け
る
経
済
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
女
性
の
参
加
は
小
規
模
起
業
支
援
で
一
三
・
二
九
％
、
職
業
訓
練
で
二
八
・
五
七
％
、
職
業
斡
旋
で
四
・
五
五
％
と
非
常
に
低

い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
・
ボ
ド
ン
行
政
府
―
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解
放
軍
包
括
的
地
域
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
地
域
に
お
い
て
も
、
女
性
が

支
援
を
受
け
と
っ
た
割
合
は
二
○
一
一
年
の
六
・
一
五
％
か
ら
二
○
一
二
年
に
は
一
二
・
五
五
％
に
倍
増
し
た
が
、
低
い
割
合
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
復
興
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
女
性
の
経
済
的
自
立
支
援
に
は
課
題
が
多
い（

55
）。

五
―
三　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
浸
透
促
進

二
○
一
二
年
か
ら
二
○
一
三
年
に
か
け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算（

56
）や

人
身
売
買
に
関
す
る
研
修
を
含
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
で
は
、
計
一
七
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す

る
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
の
べ
一
万
七
千
七
五
三
名
が
参
加
し
た
。
上
級
警
察
官
を
対
象
に
し
た
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
と
一
八
二
○
号
に
特
化
し
た
研
修
も
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
、八
五
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
、女
性
警
察
官
だ
け
を
対
象
に
し
た
「
女
性
警
察
官
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
さ
れ
、五
二
四
名
の
女
性
警
察
官
が
参
加
し
た（

57
）。

フ
ィ

リ
ピ
ン
国
軍
で
は
、
同
時
期
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
計
一
五
の
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
各
コ
ー
ス
で
参
加
人
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
全

参
加
者
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
セ
ミ
ナ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
三
二
三
名
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
関
連
の
法
律
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
は
二
五
名
が
参
加
し
た（

58
）。

女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
国
外
か
ら
の
援
助
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
府
の
両
方
が
受
け
取
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
、「
一
三
二
五

号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

E
 A

ct 1325

）」
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
か
ら
三
百
万
ペ
ソ
を
超
え
る
支
援
を
受
け
て
い
る
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
し
、
女
性
の
職
業
訓
練
や
漁
業
支
援
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
二
○
一
二
年
か
ら
二
○
一
三
年
に
か
け
て
、
三
件
、
総
額
約
三
二
八
万
ペ
ソ
の
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支
援
を
提
供
し
た（

59
）。

各
省
庁
に
対
し
て
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
ム
ス
リ
ム
女
性
地
域
委
員
会
と
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
運
営
委
員
会
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
女
性
・
平
和
・
安
全

保
障
に
関
す
る
協
議
へ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
を
通
じ
た
支
援
（
ス
ペ
イ
ン
開
発
協
力
庁
か
ら
千
三
百
二
二
ペ
ソ
）
や
、
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
に
一
章
が
割
か

れ
て
い
る
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
開
発
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
計
画
」
の
策
定
支
援
（U

N
 W

om
en

か
ら
八
二
万
六
九
五
八
ペ
ソ
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
と

和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
に
お
け
る
国
別
行
動
計
画
の
地
域
化
支
援
（U

N
 W

om
en

よ
り
三
万
二
千
一
九
三
ペ

ソ
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
政
府
に
対
し
、
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
二
億
二
七
一
万
八
七
六
一
ペ
ソ
（
二
○
一
一

年
か
ら
二
○
一
四
年
）
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
平
和
開
発
社
会
基
金
に
百
九
万
七
七
七
七
ペ
ソ
（
二
○
○
四
年
か
ら
二
○
一
二
年
）
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
の
課
題
へ
の
施
策
が
ど
の
程
度
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る（

60
）。

ま
た
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
生
計
創
出
と
職
業
訓
練
に
偏
り
が
ち
で
あ
り
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
平
和
構
築
ス
キ
ル
の
育
成
に
は
あ
ま
り
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
女
性
自
身
も

地
域
の
平
和
構
築
に
果
た
せ
る
自
分
た
ち
の
役
割
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

61
）。

六　

現
地
調
査
か
ら

一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
二
○
一
四
年

八
月
一
○
日
か
ら
八
月
一
六
日
に
か
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
訪
問
先
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

訪
問
先

（
1
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
（A

rm
ed F

orces of th
e P

h
ilippin

es

）
ア
ギ
ナ
ル
ド
基
地

国
軍
の
大
佐
（C

olon
el H

en
ry D

ayaon

）、 

少
佐
（M

ajor L
eilan

i L
u

cas

）、
大
尉
（C

aptain
 T

aban
gay

）、
空
軍
オ
フ
ィ
サ
ー
（M

s. P
en

aflor

）
四
名
か
ら

聞
き
取
り
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（
2
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
（P

h
ilippin

e N
ation

al P
olice

）

家
族
・
少
年
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
局
の
警
視
正
（M

s. S
u

san
 R

aban
o Jalla, S

en
ior S

u
perin

ten
den

t C
h

ief

）
か
ら
聞
き
取
り

（
3
）
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室

ジ
ェ
ン
ダ
ー
担
当
次
官
（M

s. M
aria G

ettie S
an

doval, U
n

dersecretary

）
か
ら
聞
き
取
り

（
4
）
ル
ソ
ン
島
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
行
政
地
域
カ
リ
ン
ガ
州
タ
ブ
ッ
ク
市

  

タ
ブ
ッ
ク
市
長
（M

r. F
erdin

an
d T

u
bban

, C
ity M

ayor of T
abu

k

）、
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
の
女
性
メ
ン
バ
ー
（M

s. A
lexan

der G
u

in
adan

）、

女
性
団
体
代
表
（M

s. E
stetan

ia B
aglin

it

、M
s. A

n
gie Jan

e B
aru

yo

、M
s. A

n
a T

u
bban

）、
農
村
改
善
ク
ラ
ブ
会
長
（M

s. B
asilia M

arrero

）、
市
議
会

議
員
（M

r. N
oli T

en
edero

）、
七
名
か
ら
聞
き
取
り

（
5
）
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
カ
ラ
ガ
地
方
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州

  

州
下
の
自
治
体
関
係
者
お
よ
び
女
性
団
体
関
係
者
（M

s. T
eresita S

oliva

、M
s. L

au
ra A

cu
n

a

、M
s. Ju

vy S
olica

、M
s. C

on
cepcion

 S
an

tos

、M
s. 

M
arylin

 P
in

for

、M
s. E

lizabeth
 C

alo

、M
s. Joan

 M
on

din
g

）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
（C

P
T

 S
am

u
el M

aglin
ao

、2LT
 K

erlyn
 A

su
n

cion

、LT
C

 P
olly 

D
u

m
an

ez

、P
F

C
 Jorge Jore

）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
（P

S
I C

h
arity G

alyez

）、
一
二
名
か
ら
聞
き
取
り

（
6
）
ル
ソ
ン
島
ケ
ソ
ン
州
レ
ア
ル
市

  

行
政
関
係
者
（M

s. M
adelyn

 M
ideistro

、M
s. R

osallin
 V

illador

）、
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
（M

s. R
am

il R
esplan

dor

）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
（M

s. C
on

rad V
argar

）、
四
名
か
ら
聞
き
取
り

以
下
の
記
述
は
、
特
に
断
り
や
注
釈
が
な
い
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
き
取
り
先
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
元
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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六
―
一　

女
性
の
参
加

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
養
成
機
関
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
士
官
学
校
に
最
初
の
女
性
が
入
学
し
た
の
は
一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以
前
は
、
女
性
は
管
理
部
門
へ
の
配

属
が
ほ
と
ん
ど
で
、
女
性
は
「
管
理
部
門
の
ラ
ン
ク
が
低
い
職
場
」
に
い
る
と
い
う
固
定
観
念
が
強
か
っ
た
が
、
近
年
に
な
り
、
前
線
へ
の
配
属
も
増
え
て
い
る
。
ア
グ

サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
聞
き
取
り
に
出
席
し
て
い
た
、
士
官
学
校
を
卒
業
し
二
○
一
四
年
に
入
隊
し
た
ば
か
り
の
女
性
は
、「
ど
こ
に
配
属
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
。

女
性
で
あ
る
こ
と
で
不
安
や
危
険
を
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」
と
明
言
し
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
ア
ギ
ナ
ル
ド
基
地
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
国
軍
内
で
意
思
決

定
が
で
き
る
地
位
に
就
く
ス
タ
ッ
フ
の
二
○
％
を
女
性
に
す
る
と
い
う
政
策
は
あ
る
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
に

つ
い
て
は
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
推
進
し
て
き
た
軍
隊
に
お
け
る
女
性
の
登
用
と
任
務
の
拡
大
を
後
押
し
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
で
は
、
高
位
の
レ
ベ
ル
に
就
い
て
い
る
女
性
は
一
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
女
性
の
権
利
を
包
括
的
に
規
定
し
た
法
律
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
大
憲
章
（P

h
ilippin

e M
agn

a C
arta of W

om
en

）（
62
）が

定
め
る
二
○
％
目
標
に
は
達
し
て
い
な
い
。「
影
響
力
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
（in

flu
en

tial ch
am

pion

）」

が
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
に
お
け
る
女
性
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
に
関
係
す
る
課
題
と
し
て
聞
き
取
り
で
指
摘
さ
れ
た
の
が
、
女
性
警
察
官
に
対
し
ス
カ
ー
ト
着
用
を
求

め
る
暗
黙
の
強
制
力
の
存
在
で
あ
る
。「
ス
カ
ー
ト
を
着
用
し
な
く
て
も
構
わ
な
い
」
と
の
規
定
が
警
察
の
内
規
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
カ
ー
ト
着
用
を
強
制
す
る
意

識
と
習
慣
は
継
続
し
て
お
り
、
規
定
と
行
動
が
乖
離
し
て
い
る
。
意
思
決
定
レ
ベ
ル
に
就
い
て
い
る
女
性
が
少
な
い
と
い
う
現
実
が
背
景
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

女
性
警
察
官
の
多
く
は
男
性
と
同
じ
扱
い
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
で
も
、
女
性
と
し
て
見
ら
れ
、
女
性
と
し
て
扱
わ
れ
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を

利
用
し
た
い
と
思
う
女
性
警
察
官
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
女
性
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
も
課
題
と
の
こ
と
で
あ
る
。
警
察
に
お
け
る
女
性
の
登
用
に

関
し
て
は
、
幹
部
職
員
が
参
加
す
る
協
議
・
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ル
ソ
ン
島
北
部
の
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解
放
軍
の
活
動
地
域
で
あ
っ
た
タ
ブ
ッ
ク
市
で
は
、
二
○
○
三
年
に
設
置
さ
れ
た
部
族
代
表
が
参
加
す
る
紛
争
調
停
機
関
で
あ

る
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
（（M

atagoan
 B

odon
g C

on
su

ltative C
ou

n
cil

、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）（

63
）が

二
○
一
○
年
に
制
度
化
さ
れ
、
市
の
予
算
を
得
て
活
動
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

64
）。

当
初
、
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
に
は
女
性
メ
ン
バ
ー
は
い
な
か
っ
た
が
、
二
○
一
○
年
の
制
度
化
に
伴
い
、
女
性
メ
ン
バ
ー
が
入
り
、

現
在
は
四
五
名
中
、
五
名
が
女
性
で
あ
る
。
評
議
会
は
、
少
数
部
族
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
と
市
が
任
命
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
女
性
五
名
は
全
員
が
市
か

ら
の
任
命
で
あ
る（

65
）。
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タ
ブ
ッ
ク
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
紛
争
解
決
や
平
和
構
築
は
常
に
男
性
の
領
域
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
平
和
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
し
て
紛
争
を
予
防
す
る
た
め
に
女

性
が
果
た
せ
る
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
認
識
を
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
た
め
に
は
意

思
決
定
レ
ベ
ル
に
就
い
て
い
る
女
性
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
市
内
の
四
二
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
の
う
ち
、
女
性
は
一
名

の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
ブ
ッ
ク
市
議
会
（C

ity C
ou

n
cil

）
議
員
一
一
名（

66
）の

う
ち
、
女
性
は
二
名
で
あ
る
。

ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
会
合
に
参
加
し
た
女
性
参
加
者
か
ら
は
、
女
性
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
が
増
え
れ
ば
、
バ
ラ
ン
ガ
イ
に
お
け
る
人
権
担
当

官
の
任
命
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
進
み
、
良
い
変
化
が
生
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

六
―
二　

女
性
へ
の
支
援

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
紛
争
地
域
に
暮
ら
す
女
性
を
支
援
す
る
と
同
時
に
犯
罪
防
止
を
促
進
す
る
と
い
う
点
に
国
別
行
動
計
画
の
意
義
を
感
じ

て
い
る
と
の
意
見
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
女
性
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に
は
育
っ
た
過
程

が
強
く
関
係
し
て
お
り
、
女
子
と
男
子
へ
の
接
し
方
の
違
い
が
差
別
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
虐
待
や
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
残

念
な
が
ら
、
警
察
官
が
妻
や
娘
へ
の
暴
力
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
娘
を
妻
の
代
わ
り
の
よ
う
に
扱
っ
た
り
、
被
疑
者
が
拘
置
所
で
警
察
官
に
レ
イ
プ
さ
れ
る
事
例
も
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
男
性
優
位
の
考
え
方
が
警
察
全
体
に
存
在
す
る
こ
と
も
女
性
の
課
題
の
推
進
を
妨
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
権
研
修
と
は
異
な
り
、
す

べ
て
の
警
察
官
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
修
を
受
講
す
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

性
的
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
の
報
告
件
数
が
実
態
を
下
回
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
警
察
が
十
分
に
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
被

害
者
が
非
難
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
の
偏
見
や
社
会
か
ら
の
疎
外
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
警
察
に
報
告
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
を
紛

争
に
関
連
す
る
も
の
と
関
連
し
な
い
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、特
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
住
む
地
域
で
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。省

庁
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
調
査
委
員
会
の
設
置
は
、
女
性
大
憲
章
の
一
環
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
で
は
セ
ク
ハ
ラ
の
事
例
を
検
証
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
で
は
、
セ
ク
ハ
ラ
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
セ
ク
ハ
ラ
を
訴
え
る
た
め

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
警
察
内
に
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
警
察
内
で
セ
ク
ハ
ラ
が
き
ち
ん
と
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
の
指
摘
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
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タ
ブ
ッ
ク
市
で
の
聞
き
取
り
に
参
加
し
た
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
の
数
少
な
い
女
性
メ
ン
バ
ー
は
、
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、「
女
性
が
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
り
虐
待
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
暴
力
の
被
害
か
ら
は
保

護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
も
生
計
手
段
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、「
バ
ラ
ン
ガ
イ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
に
女
性
が
増
え
、
女
性
が
平
和
に
貢
献
す
る
存
在

に
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
た
だ
、
暴
力
の
問
題
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
時
点
で
は
、
警
察
の
「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
と
連
携
し
た
活
動
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
タ
ブ
ッ
ク
市
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
農
業
省
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
女
性
支
援
組
織
で
あ
る
農
村
改
善
ク
ラ
ブ
（R

u
ral 

Im
provem

en
t C

lu
b

）
が
国
別
行
動
計
画
の
実
施
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
平
和
構
築
お
よ
び
復
興
に
お
け
る
女
性
の
役
割
や
犯
罪
防
止
に
関
す
る
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
聞
き
取
り
に
参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
の
女
性
は
、「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
に
配
属
さ
れ
て
い
る
警
察
官
向
け
の
一

日
研
修
で
一
三
二
五
号
に
つ
い
て
知
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
女
性
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
具
体
的
方
法
や
人
権
、
国
際
人
道
法
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
た
と
語
っ
た
。
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
紛
争
下
で
の
女
性
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ

州
で
の
聞
き
取
り
に
参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
男
性
は
、
二
○
一
三
年
五
月
に
国
別
行
動
計
画
に
関
す
る
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
警
察
署
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
等
、
女
性
の
人
権
を
保
障
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
同
時
に
学
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
州
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
女
性
が
重
要
だ
と
い
う
指
摘
も
お
こ
な
わ
れ
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
対
応
し
、
ま
た
生
計
創
出
支
援
を
進

め
る
に
は
、
予
算
を
確
保
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
女
性
が
求
め
ら
れ
る
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

レ
ア
ル
市
で
は
既
に
市
の
行
動
計
画
は
採
択
さ
れ
て
お
り
、
活
動
の
一
環
と
し
て
す
べ
て
の
町
と
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
警
察
署
に
「
女
性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
が
設
置
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、「
暴
力
に
反
対
す
る
男
性
（M

en
 O

pposed to V
iolen

ce
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
）
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
警
察
署
に
お
け
る
「
女

性
子
ど
も
保
護
デ
ス
ク
」
の
設
置
が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
国
別
行
動
計
画
の
成
果
だ
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

六
―
三　

国
別
行
動
計
画
の
地
域
化

タ
ブ
ッ
ク
市
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
女
性
大
憲
章
に
は
「
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
」
に
関
す
る
項
目
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
国
家
と
し
て
既
に

一
三
二
五
号
の
推
進
を
約
束
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
で
あ
る
国
別
行
動
計
画
を
地
域
で
実
施
す
る
た
め
に
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
へ
の
女
性
の
参
加
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の
重
要
性
を
明
確
に
示
し
た
条
例
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
条
例
に
基
づ
い
て
、
市
レ
ベ
ル
で
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
フ
ォ
ー
カ
ル
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
地
域
化
を
牽
引
す
る
人
間
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
タ
ブ
ッ
ク
市
行
動
計
画
は
調
査
時
に
は
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

行
動
計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る
条
例
の
草
案
は
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
市
議
会
等
の
関
係
者
で
採
択
に
向
け
た
動
き
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘

が
お
こ
な
わ
れ
、
聞
き
取
り
に
加
わ
っ
た
市
議
会
議
員
の
男
性
が
、
市
長
に
対
し
計
画
採
択
に
向
け
て
努
力
す
る
旨
、
表
明
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
国
別
行
動
計
画
の
地

域
化
と
は
、
最
小
の
行
政
区
で
あ
る
バ
ラ
ン
ガ
イ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
実
施
だ
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
北
部
の
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
は
、
レ
メ
デ
ィ
オ
ス
・
Ｔ
・
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
町（

67
）が

一
三
二
五
号
実
施
に
関
す
る
自
治
体
レ
ベ
ル
の
条
例
を
制

定
し
た
他
、
同
州
の
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
市
も
一
三
二
五
号
実
施
決
議
を
採
択
し
、
国
別
行
動
計
画
実
施
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

レ
ア
ル
市
が
あ
る
ル
ソ
ン
島
南
部
の
カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
地
方
で
は
、
一
州
、
一
市
、
九
町
、
二
バ
ラ
ン
ガ
イ
で
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
国
別
行
動
計
画
の
地
域

化
が
最
も
進
ん
だ
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
丁
寧
な
協
議
を
お
こ
な
い
、
人
々
を
巻
き
込
む
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
協
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
う
べ
き
点
と
し
て
、
①
女
性
は
紛
争
に
関
連
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
き
た
か
、
②
自
分
自
身

に
と
っ
て
平
和
と
は
何
か
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
考
え
、
描
い
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
行
動
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
有
益
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
三
○
人
か

ら
四
○
人
の
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
で
、
親
密
な
雰
囲
気
で
話
し
合
い
を
も
つ
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
協
議
に
よ
っ
て
、
多
分
野
に
ま
た
が
る
多
文
化

性
を
も
っ
た
行
動
計
画
が
生
ま
れ
、
ま
た
行
動
計
画
の
実
施
に
熱
意
を
感
じ
る
住
民
が
増
加
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

六
―
四　

変
化
・
成
果
・
今
後
の
課
題

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
の
変
化
と
し
て
、
①
前
線
勤
務
に
女
性
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
前
線
お
よ
び
管
理
部
門

の
両
方
で
女
性
が
一
○
％
か
ら
二
○
％
程
度
、
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
③
紛
争
解
決
へ
の
女
性
の
貢
献
に
関
す
る
認
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

た
だ
、
女
性
の
前
線
部
門
派
遣
要
員
の
採
用
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
配
属
は
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
女
性
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、

特
に
民
軍
作
戦
（civil-m

ilitary operation

）（
68
）に

お
け
る
貢
献
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
地
域
の
人
々
、
特
に
女
性
、
高
齢
者
、
子
ど
も
と
接
点

を
も
つ
こ
と
が
容
易
で
あ
り
、
こ
の
点
で
非
常
に
効
果
的
に
任
務
を
果
た
せ
る
こ
と
が
多
く
の
現
場
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
住
民
と
軍
隊
の
距
離
が

近
づ
く
と
い
う
点
で
も
効
果
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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国
別
行
動
計
画
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
平
和
と
安
全
保
障
に
関
す
る
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
の
問
い
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
で
は
肯
定
的
な
答
え
が

返
さ
れ
、
性
的
暴
力
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
へ
の
対
応
強
化
、
女
性
の
課
題
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
拡
大
等
が
具
体
的
な
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。
性
的
暴
力
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
と
の
関
連
で
は
、
暴
力
そ
の
も
の
、
そ
し
て
人
権
、
国
際
人
権
法
・
国
際
人
道
法
へ
の
認
識
も
高
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、

一
三
二
五
号
に
関
連
す
る
様
々
な
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
研
修
に
参
加
す
る
男
性
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
、
女
性
の
登
用
を
促
進
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、「
女
性
の
前
線
へ
の
配
属
を
進
め
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
女
性
の
安
全
を
確
保
す
る
か
」
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
た
。
意
思
決
定
を
お
こ
な
う
立
場
を
含
め
、
様
々
な
職
種
と
地
位
へ
の
女
性
の
登
用
を
推
進
す
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
女
性
を
前
線

に
配
属
し
な
け
れ
ば
批
判
を
受
け
る
。
し
か
し
、
も
し
女
性
に
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
批
判
や
非
難
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
男
性
が
被
害
の
対
象
で
あ
れ
ば
、
軍
隊
と
い
う
（
暴
力
が
関
係
す
る
）
組
織
に
い
る
の
だ
か
ら
当
然
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
で
も
、
対
象
が
女
性
で
あ
る

場
合
に
は
社
会
が
大
き
く
反
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、こ
れ
に
は
軍
隊
と
い
う
組
織
に
関
す
る
社
会
の
認
識
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。ま

た
、
女
性
は
戦
闘
地
を
含
む
前
線
へ
の
配
属
を
た
め
ら
っ
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
結
婚
し
家
庭
責
任
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
意
識
に
変
化
が
起
き
る
と
い
う
指

摘
が
あ
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
優
先
順
位
に
変
化
が
起
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
に
参
加
し
た
少
佐
は
、
三
人
の
子
ど

も
を
も
ち
な
が
ら
軍
隊
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
女
性
だ
が
、
彼
女
自
身
が
こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
を
経
験
し
て
き
て
い
る
。
前
線
に
行
か
な
い
と
昇
進
し
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
意
識
や
優
先
順
位
の
変
化
が
理
由
と
な
っ
て
、
配
属
先
や
職
種
に
は
影
響
が
生
じ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
女
性
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
隊
が
弱
体
化
す
る
と
い
っ
た
危
惧
は
感
じ
な
い
と
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。
女
性
少
佐
は
、

女
性
が
男
性
と
異
な
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
を
補
完
で
き
る
と
し
、
ま
た
、
男
性
の
産
後
休
暇
取
得
が
拡
大
す
る
な
ど
、
国
別
行
動
計
画
は
、
男
性

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
を
し
た
少
佐
の
よ
う
な
、
子
ど
も
を
も
ち
つ
つ
国
軍
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
る
女
性

に
と
っ
て
、
ど
ん
な
支
援
が
有
効
か
と
の
問
い
に
は
、
夫
婦
が
同
じ
勤
務
地
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
柔
軟
な
配
属
先
の
決
定
が
望
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
団
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
代
表
に
女
性
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
国
軍
内
で
も
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
の
意
見
が

示
さ
れ
た
。
国
別
行
動
計
画
が
軍
隊
の
行
動
や
態
度
の
変
容
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の「
国
内
平
和
・
安
全
保
障
計
画（In

tern
al 
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、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
か
ら
平
和
を
勝
ち
取
る
こ
と
へ
（F

rom
 w

in
n

in
g th

e w
ar to w

in
n

in
g 

th
e peace

）」と
い
う
政
策
の
転
換
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、国
別
行
動
計
画
に
よ
り
人
権
の
視
点
の
強
化
と
い
う
成
果
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
軍
作
戦
へ
の
女
性
の
貢
献
に
よ
り
、
以
前
よ
り
も
良
好
な
地
域
と
の
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
国
別
行
動
計
画
に
つ
い
て
の
評
価
を
下
す
の
は
ま
だ
難
し
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
話
を
聞
い
た
女
性
警
視
正
の
レ

ベ
ル
で
は
、実
施
に
尽
力
し
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
に
努
力
を
傾
注
す
る
と
の
こ
と
で
、評
価
に
つ
い
て
は
、よ
り
高
位
の
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。和

平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
か
ら
国
別
行
動
計
画
の
運
営
委
員
会
に
出
席
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
担
当
次
官
に
よ
れ
ば
、
一
三
二
五
号
決
議
に
よ
り
、
紛
争
下

の
女
性
の
状
況
や
課
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
成
果
と
し
て
指
摘
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
二
○
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て
、
国
内
に
お
い
て
、

よ
う
や
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
理
解
が
定
着
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
も
制
度
化
さ
れ
た
が
、
紛
争
分
析
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
紛
争
の
両

方
の
要
因
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
分
析
を
お
こ
な
い
、
国
別
行
動
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
枠
組
を
固
め
、
国
別
行
動
計
画
が
持
続
可
能
な
形
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
国
別
行
動
計
画
を
う
ま
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

官
僚
を
動
か
す
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
計
画
が
予
算
化
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
る
に
は
二
年
近
く
の
年
月
が
か
か
る
こ
と
を
念
頭
に
物
事
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
国
別
行
動
計
画
の
項
目
を
示
し
て
実
施
を
指
示
し
て
も
「
予
算
が
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
だ
け
な
の
で
、
既
に
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
国
別
行
動
計
画
関
係
の
活
動
を
加
え
る
よ
う
に
伝
え
る
と
、
う
ま
く
い
く
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
省
庁
は
、
国
別
行
動
計
画
の
指
標
に
こ
だ
わ
り

す
ぎ
ず
、「
生
き
た
計
画
」
と
し
て
の
柔
軟
性
を
理
解
し
て
、
各
省
庁
が
毎
年
、
策
定
を
求
め
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
計
画
を
う
ま
く
活
用
し
、
国
別
行
動
計
画
の
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
に
は
政
府
開
発
援
助
に
頼
ら
ず
に
活
動
を
実
施
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
計
画
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
を
十
分
に
活
用
し
、
そ
こ
に
紛
争
関
連
の
課
題
を
付
け
加
え
、
国
別
行
動
計
画
実
施
に
適
用
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
が
開
発
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
計
画
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
活
用
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
で

き
な
い
」
と
か
「
や
れ
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
を
各
省
庁
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
別
行
動
計
画
の
実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
研
修
と
し
て
、

ま
ず
、
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
九
名
が
研
修
を
受
け
、
次
に
関
係
八
省
庁
、
そ
し
て
四
六
の
州
の
行
政
官
が
研
修
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
担
当
次
官
か
ら
は
、
国
別
行
動
計
画
策
定
後
の
三
年
間
は
、
実
施
の
た
め
の
制
度
的
調
整
に
注
力
し
て
き
た
が
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
女
性
や
子
ど
も
の
生



20

活
に
変
化
が
起
き
た
か
と
言
え
ば
、
ま
だ
そ
の
状
況
に
は
達
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
指
摘
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
は

恒
久
的
機
関
で
は
な
く
、聞
き
取
り
を
し
た
次
官
を
含
め
常
勤
職
員
は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
事
実
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
強
力
な
機
関
で
は
な
い
。今
後
、状
況
が
変
わ
っ

て
も
国
別
行
動
計
画
が
順
調
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
各
省
庁
内
で
国
別
行
動
計
画
が
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
ら
れ
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
計
画
実
施
に
は
政
治
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
、
省
庁
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
の
意
向
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
大
切
で
あ
り
、
中
位
の
意
思
決

定
レ
ベ
ル
で
は
物
事
は
変
わ
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

理
想
的
な
実
施
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
概
念
の
導
入
に
丁
寧
な
時
間
を
か
け
、
水
平
方
向
（
関
係
省
庁
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
調
整
）
と
垂
直
方
向
（
組
織
内
の
上
位
か

ら
下
位
へ
の
理
解
の
浸
透
）
の
両
方
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
政
策
を
理
解
可
能
で
実
施
可
能
な
計
画
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
落
と
し
込

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
際
、
当
初
か
ら
計
画
に
は
指
標
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
国
別
行
動
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
重
要
な
点
と
し
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
次
官
が
挙
げ
た
の
は
、
①
何
を
目
的
と
し
て
ど
の
よ

う
に
計
画
を
進
め
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
②
女
性
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と

の
交
渉
の
政
府
側
代
表
に
女
性
が
指
名
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
変
化
の
一
つ
と
捉
え
て
お
り
、
国
別
行
動
計
画
そ
し
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室

の
貢
献
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。政
府
側
代
表
と
し
て
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
こ
と
に
加
え
、女
性
の
代
表
と
し
て
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
次
官
は
考
え
て
お
り
、

女
性
は
違
う
視
点
を
盛
り
込
め
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
大
切
だ
と
も
指
摘
し
た
。
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
側
で
も
二
名
の
女
性
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
指
名

し
た
が
、
人
選
は
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の
中
央
委
員
会
が
お
こ
な
っ
て
お
り
、
中
央
委
員
会
の
信
頼
を
得
た
人
物
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
が
共
同
議
長
を
務
め
る
「
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
に
関
す
る
国
内
運
営
委
員
会
」
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
い
な
い
理

由
に
つ
い
て
は
、
次
官
は
、
一
九
八
六
年
の
マ
ル
コ
ス
政
権
崩
壊
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政
府
が
協
調
し
て
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
が
、
運
営
委
員
会
に
関
し
て
は
、
省
庁
間
で
協
議
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
と
述
べ
た
。
ま
た
同
席
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
一
三
二
五
号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

E
 A

ct 

1325

）」
の
ナ
リ
オ
ー
ガ
ラ
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
に
も
運
営
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
に
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
直
前
に
は

次
官
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
市
の
予
算
委
員
会
を
訪
問
し
、
予
算
に
国
別
行
動
計
画
を
反
映
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
現
地
調
査
時
に
策
定
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
た
日
本
の
国
別
行
動
計
画
に
は
、
他
国
の
平
和
構
築
や
復
興
プ
ロ
セ
ス
へ
の
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
と
の
関
連
で
、
次
官
は
、
紛
争
の
影
響
を
受
け
た
地
域
の
地
方
自
治
体
の
活
動
を
支
援
・
強
化
し
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。
地
方
自
治
体
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
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算
は
つ
い
て
い
る
が
、
元
々
の
予
算
規
模
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
五
％
は
大
き
な
金
額
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
が
援
助
し
た
い
と
考
え
る
活
動
を
通
じ
、

女
性
の
健
康
や
生
計
創
出
を
支
援
し
て
も
ら
え
る
な
ら
有
り
難
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
自
身
が
組
織
化
し
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
た
ち
で
活
動
を
計
画
し
、
予
算
を
立
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
協
議
し
、
活
動
を
実
行
に
移
し
、
結
果
を
分
析
・
評
価

す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
研
修
が
重
要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
経
済
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受
け
取
る
女
性
の
割
合
が
五
％
程
度
と
非
常
に
低

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
女
性
に
支
援
の
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
女
性
に
対
し
、
和
平
合
意
に
基
づ
く
活
動
の
情
報
を
伝
え
る

努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

タ
ブ
ッ
ク
市
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
の
評
価
と
し
て
、
国
別
行
動
計
画
の
地
域
化
を
進
め
る
た
め
に
、
条
例
お
よ
び
市
行
動
計
画
の
草
案

が
作
成
・
提
出
さ
れ
、
市
レ
ベ
ル
に
お
い
て
決
議
実
施
が
制
度
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
進
展
で
あ
る
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
一
三
二
五
号
は
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
に
女
性
が
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
男
性
の
認
識
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
出
席
者
か
ら
は
肯
定
的
な
意
見
が
聞
か
れ

た
が
、
同
時
に
、
タ
ブ
ッ
ク
市
で
は
国
別
行
動
計
画
策
定
以
前
か
ら
女
性
の
参
加
を
推
進
す
る
動
き
は
生
ま
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
一
三
二
五
号
決
議
と
国
別
行
動
計

画
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
後
押
し
す
る
力
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
い
う
言
葉
は
既
に
知
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
様
々
な
取
り
組
み
も
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
て
い
た
た
め
に
、
一
三
二
五
号
国
別
行
動
計
画
の
実
施
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
受
け
止

め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
交
渉
に
あ
た
る
政
府
側
代
表
に
女
性
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
北
部
の
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
も
大
き
な
変
化
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
国
別
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
と
し
て
、
紛
争
下
や
平
和
構
築
・
復
興
過
程
に
お
い
て
、

女
性
や
子
ど
も
に
は
固
有
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
国
内
避
難
民
へ
の
対
応
に
お
い
て
も
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
治
体
の
年
間
予
算
に
そ
れ
ら
の
ニ
ー

ズ
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
変
化
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
で
の
会
合
に
参
加
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
参
加
者
か
ら
は
、
戦
闘
に
付
随
す
る
一
般
市
民
へ
の
被
害
に
つ
い
て
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ

ン
ス
政
策
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
、
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
も
厳
し
い
対
処
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
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あ
っ
た
。
以
前
は
、
市
民
か
ら
は
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
国
軍
だ
が
、
国
別
行
動
計
画
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
人
権
活
動
計
画
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
も
改
善
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
警
察
か
ら
参
加
し
た
女
性
は
、
国
別
行
動
計
画
は
女
性
に
力
を
与
え
て
く
れ
た
と

述
べ
た
。

七　

お
わ
り
に

二
○
一
○
年
か
ら
二
○
一
六
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
別
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
包
括
的
に
検
証
す
る
の
は
、
ま
だ
時
期

尚
早
で
あ
ろ
う
が
、
現
地
で
の
調
査
か
ら
は
、
様
々
な
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
固
有
の
経
験
と
平
和
構
築
・
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
女
性
の
貢
献
に
関
す
る
認
識
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
国
別
行
動
計
画
の
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
の
実
施
を
推
進
し
、そ
の
た
め
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
計
画
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
予
算
に
代
表
さ
れ
る
具
体
的
措
置
の
制
度
化
を
図
っ
て
き
た
こ
と
の
成
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
タ
ブ
ッ
ク
市
で
の
聞
き
取
り
で
言
及
さ
れ
た
と
お
り
、
国
別
行
動

計
画
は
、「
以
前
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
動
き
を
後
押
し
す
る
力
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
浸
透
と
い
う
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
紛

争
関
連
の
女
性
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
理
解
が
進
み
や
す
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

全
体
と
し
て
は
、ま
だ
女
性
は
男
性
と
同
等
に
意
思
決
定
に
参
加
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
や
、フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・

イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
の
和
平
交
渉
団
の
政
府
側
主
席
交
渉
担
当
官
に
女
性
が
就
い
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
進
展
で
あ
ろ
う
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
室
次

官
の
言
葉
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
女
性
は
違
う
視
点
を
盛
り
込
め
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
大
切
」
で
あ
り
、
そ
う
な
っ
た
と
き
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
和
と
安
全

保
障
政
策
に
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
地
で
は
、「
国
別
行
動
計
画
の
実
施
と
は
バ
ラ
ン
ガ
イ
で
の
実
施
で
あ
る
」
と
の
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
地
域
化
」
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
明
確
に
み
て
と
れ
た
。
現
地
調
査
に
あ
た
り
、
訪
問
地
の
選
定
や
調
整
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
よ

う
な
認
識
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
一
三
二
五
号
実
施
決
議
の
採
択
や
自
治
体
レ
ベ
ル
の
行
動
計
画
策
定
等
、
具
体
的
に
「
地
域
化
」
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
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国
別
行
動
計
画
策
定
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
一
人
で
あ
る
ナ
リ
オ

ガ
ラ
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
別
行
動
計
画
に
は
、
統
一
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た

め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
な
く
、
成
功
事
例
を
集
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
他
、
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
指
標
の
数
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
実

施
が
困
難
な
指
標
や
測
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
指
標
も
存
在
す
る（

69
）。

政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
協
力
し
て
指
標
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
よ
り
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
の
テ
ー
マ

に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
指
標
の
達
成
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
て
お
り（

70
）、

そ
う
し
た
努
力
を
通
じ
て
、
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
共
同
で
国
別
行
動
計

画
の
実
施
状
況
を
報
告
し
、
お
互
い
の
取
り
組
み
を
調
整
で
き
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム（

71
）を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

文
化
的
背
景
か
ら
、
女
性
が
地
域
を
代
表
し
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
加
わ
る
こ
と
に
は
ま
だ
ま
だ
抵
抗
が
強
い
地
域
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
な
ど（

72
）、

国
別
行
動

計
画
の
実
施
が
草
の
根
レ
ベ
ル
の
女
性
や
子
ど
も
の
生
活
に
具
体
的
な
変
化
を
起
こ
す
に
は
、
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
む
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
効
果
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
と
、
丁
寧
な
経
験
の
蓄
積
を
通
じ
、
国
別
行
動
計
画
が
、
女
性
が
紛
争
に
関
連
す
る
暴
力
の
被
害
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
紛
争
予
防
か
ら
平
和
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に
主
体
的
に
関
わ
り
、
平
和
と
安
全
保
障
の
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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st 

2013, Ju
m

on
ji U

n
iversity, Japan

, p. 38.
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（
6
）M

ith
i L

aya, qu
oted in

 S
u

pra n
ote 3, p. 250.

（
7
）
安
保
理
決
議
一
三
二
五
号
お
よ
び
関
連
決
議
の
意
義
と
課
題
や
、
国
別
行
動
計
画
の
採
択
・
実
施
を
含
む
決
議
実
施
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
三
輪
敦
子
「
安
保
理
決
議

一
三
二
五
号
と
関
連
決
議
の
実
施
を
通
じ
た
『
女
性
と
平
和
・
安
全
保
障
』
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
」（
公
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
○

一
四
年
、
一
―
三
七
頁
。
秋
林
こ
ず
え
、
川
眞
田
嘉
壽
子
他
「
小
特
集　

女
性
に
と
っ
て
『
安
全
保
障
』
と
は
？
」
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ
ー
『
女
た
ち
の
21
世
紀
』
77
号
、
二
○
一
四
年
三
月
、

四
四
―
六
二
頁
。
川
眞
田
嘉
壽
子
「
平
和
・
安
全
保
障
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
主
流
化
―
安
全
保
障
理
事
会
決
議
一
三
二
五
と
そ
の
評
価
を
題
材
と
し
て
」
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
会
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学

の
イ
ン
パ
ク
ト
』（
講
座
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法　

第
一
巻
）
日
本
加
除
出
版
、
二
○
一
二
年
、
一
五
五
―
一
七
○
頁
。
三
輪
敦
子
「
女
性
と
平
和
・
安
全
保
障
を
め
ぐ
っ
て
―
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決

議
一
三
二
五
号
の
意
義
と
課
題
―
」（
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
○
一
一
年
、
二
一
―
五
一
頁
。

（
8
）
国
別
行
動
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
の
サ
イ
ト
を
参
照
。w

w
w

.peacew
om

en
.org/m

em
ber-states

（
二
〇
一
五
年
三
月
検
索
）

（
9
）
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
西
部
に
位
置
し
、
バ
シ
ラ
ン
州
、
ラ
ナ
オ
・
デ
ル
・
ス
ル
州
、
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
、
ス
ー
ル
ー
州
、
タ
ウ
ィ
タ
ウ
ィ
州
の
五
州
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一
九
九
○
年
に
設
置
さ
れ
た
。

（
10
）U

N
D

P, P
h

ilippin
e H

u
m

an
 D

evelopm
en

t R
eport

（2008-2009

）, qu
oted in

 G
lobal N

etw
ork of W

om
en

 P
eacebu

ilders, S
ecu

rity C
ou

n
cil R

esolu
tion

 1325: C
ivil S

ociety 

M
on

itorin
g R

eport 2010: P
h

ilippin
es, p. 206.

（
11
）S

u
pra n

ote 3, p. 249.

（
12
）Ibid

.

（
13
）Ibid

.

（
14
）
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
全
人
口
の
五
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）S

u
pra n

ote 3, p. 249.

（
16
）
一
九
六
八
年
三
月
に
起
き
た
、
現
在
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
領
土
で
あ
る
サ
バ
を
め
ぐ
る
軍
事
行
動
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
に
よ
る
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
殺
害
事
件
。（G

lobal N
etw

ork 

of W
om

en
 P

eacebu
ilders, S

ecu
rity C

ou
n

cil R
esolu

tion
 1325: C

ivil S
ociety M

on
itorin

g R
eport 2013: P

h
ilippin

es, p. 6.

）

（
17
）
一
九
七
○
年
に
結
成
さ
れ
た
武
装
組
織
。
近
年
の
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
政
府
と
の
間
の
和
平
交
渉
に
は
反
発
を
示
し
て
き
て
い
る
。

（
18
）
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
武
装
組
織
。
一
九
七
六
年
に
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
が
政
府
と
の
停
戦
に
合
意
し
た
際
に
、
合
意
に
反
対
す
る
副
議
長
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
中
部
の
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
組
織
名
を
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
と
し
た
。

（
19
）G

lobal N
etw

ork of W
om

en
 P

eacebu
ilders, S

ecu
rity C

ou
n

cil R
esolu

tion
 1325: C

ivil S
ociety M

on
itorin

g R
eport 2013: P

h
ilippin

es, p. 6.

（
20
）S

u
pra n

ote 3, p. 249.

（
21
）S

u
pra n

ote 1, p. 3.

（
22
）
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
（P

ayapa at M
asagan

an
g P

am
ayan

an

）
と
は
、「
平
和
で
発
展
す
る
地
域
（peacefu

l an
d progressive com

m
u

n
ities

）
と
い
う
意
味
の
タ
ガ
ロ
グ
語
。
全
国
の
七
地

域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解
放
軍
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党
の
武
装
組
織
で
あ
る
新
人
民
軍
か
ら
分
離
し
た
組
織
で
あ
り
、
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
地
域
の
人
々
の
自
治
獲
得
を
目
標
に
し
て
い
る
。

（
24
）S

u
pra n

ote 3, p. 249.

（
25
）w

w
w

.gov.ph
/2014/03/27/docu

m
en

t-cab/

（
二
〇
一
五
年
三
月
検
索
）

（
26
）
国
連
人
口
基
金
『
世
界
人
口
白
書
二
○
一
○　

紛
争
・
危
機
か
ら
の
再
生
―
女
性
は
い
ま
』（
財
）
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
、
二
○
一
○
年
、
一
八
頁
。

（
27
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
国
別
行
動
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
橋
本
ヒ
ロ
子
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
『
安
保
理
決
議
一
三
二
五
及
び
一
八
二
○
実
施
の
た
め
の
女
性
、
平
和
、
安
全
保
障
国
内
行
動
計
画
』
策
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定
過
程
及
び
日
本
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二
年
、
二
五
九
―
二
八
○
頁
が
参
考
に
な
る
。

（
28
）S

u
lon

g

は
、「
前
進
」
を
意
味
す
る
タ
ガ
ロ
グ
語
。

（
29
）S

u
pra n

ote 1, pp. 6-7.

（
30
）S

u
pra n

ote 1, p. 7.

（
31
）S

u
pra n

ote 5, p. 40.

（
32
）Ibid

., p. 39.

（
33
）S

u
pra n

ote 1, p. 1
an

d p. 8.

（
34
）S

u
pra n

ote 3, p. 251.

（
35
）S

u
pra n

ote 19, p 7. 
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
国
会
議
員
の
ク
オ
ー
タ
制
は
採
用
し
て
い
な
い
。

（
36
）h

ttp://opapp.gov.ph
/secretarys-corn

er

（
二
○
一
五
年
三
月
検
索
）

（
37
）S

u
pra n

ote 19, p. 7.

（
38
）Ibid

., p. 6.

（
39
）Ibid

., p. 9.

（
40
）S

u
pra n

ote 5, p. 43.

（
41
）
バ
ン
サ
モ
ロ
（B

an
gsam

oro

）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
指
す
言
葉
。

（
42
）S

u
pra n

ote 19, pp. 9-10.

（
43
）Ibid

., p. 10.

（
44
）Ibid

., pp. 8-9.

（
45
）Ibid

., p. 11.

（
46
）Ibid

., pp. 11-12.

（
47
）Ibid

., pp. 12-13.

（
48
）Ibid

., p. 13.

（
49
）Ibid

.

（
50
）Ibid

., pp.12-14.

（
51
）
和
平
プ
ロ
セ
ス
担
当
大
統
領
顧
問
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
委
員
会
理
事
会
議
長
、
外
務
大
臣
、
内
務
自
治
大
臣
、
国
防
大
臣
、
司
法
大
臣
、
社
会
福
祉
開
発
大
臣
、
国
家
先
住
民
族
委
員
会
事
務
局
長
、

国
家
ム
ス
リ
ム
委
員
会
事
務
局
長
の
九
名
。

（
52
）S

u
pra n

ote 19, p. 15.

（
53
）Ibid
., p. 16.

（
54
）Ibid

., p.18

（
55
）Ibid

., p. 20.

（
56
）ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
政
策
の
具
体
的
実
施
を
目
的
と
し
て
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
施
策
に
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
保
・
検
証
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
フ
ィ
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リ
ピ
ン
で
は
、
一
九
九
五
年
以
降
、
一
般
歳
出
予
算
法
（G

en
eral A

ppropriation
s A

ct

）
に
よ
り
、
す
べ
て
の
政
府
機
関
は
年
度
毎
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
全
予
算
の
最
低
五
％
を
配
分
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）S

u
pra n

ote 19, pp. 20-21.

（
58
）Ibid

., p. 22.

（
59
）Ibid

., pp. 23-24.

（
60
）Ibid

., pp. 24-25. 

二
○
一
四
年
六
月
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の
当
事
者
と
政
府
代
表
を
招
き
、
広
島
で
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。h

ttp://w
w

w
.

jica.go.jp/topics/n
ew

s/2014/20140627_01.h
tm

l

（
二
○
一
五
年
二
月
一
○
日
検
索
）

（
61
）S

u
pra n

ote 5, p. 44.

（
62
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
大
憲
章
は
、
共
和
国
法
九
七
一
○
号
に
よ
り
二
○
○
九
年
に
採
択
さ
れ
た
。
五
章
、
四
七
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
五
項
で
「
軍
隊
に
お
け
る
女
性
」
が
、
二
九
項
で
「
平

和
と
開
発
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）
ボ
ド
ン
（bodon

g

）
と
は
、
部
族
間
の
争
い
を
収
め
る
た
め
の
合
意
（pact

あ
る
い
はagreem

en
t

）
を
意
味
し
、
マ
タ
ゴ
ア
ン
（m

atagoan

）
は
、
手
段
（m

ean
s

）
を
意
味
す
る
現
地
の

言
葉
で
あ
る
。
タ
ブ
ッ
ク
市
に
は
八
つ
の
異
な
る
少
数
部
族
の
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
。

（
64
）
年
間
三
万
ペ
ソ
の
予
算
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
65
）
マ
タ
ゴ
ア
ン
・
ボ
ド
ン
協
議
評
議
会
に
は
コ
ル
デ
ィ
レ
ラ
人
民
解
放
軍
か
ら
も
一
名
が
参
加
し
て
い
る
。

（
66
）
一
一
名
の
う
ち
、
一
○
名
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
一
名
は
バ
ラ
ン
ガ
イ
協
議
会
の
代
表
で
あ
る
。

（
67
）
ア
グ
サ
ン
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
州
は
、
一
市
、
一
○
町
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
68
）
民
軍
作
戦
（civil-m

ilitary operation
s

）
と
は
、
軍
隊
の
活
動
に
よ
る
民
間
人
の
影
響
を
理
解
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
さ
ら
に
民
間
人
か
ら
の
信
頼
や
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
軍
隊
の
活
動
。
特
に
対
テ
ロ
対
策
に
お
い
て
、
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
69
）S

u
pra n

ote 5, p. 45. 

ナ
リ
オ
―
ガ
ラ
チ
ェ
は
、
背
景
と
し
て
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
関
係
者
と
の
協
議
の
な
か
で
出
て
き
た
提
案
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
盛
り
込
ん
だ
た
め
に
、「
願
い
事
リ

ス
ト
（w

ish
 list

）」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
70
）Ibid

., p. 46.

（
71
）Ibid

.

（
72
）Ibid

., p. 45.

  　

本
研
究
は
、
科
研
費
二
五
三
六
○
○
四
七
「
国
連
安
保
理
決
議
一
三
二
五
実
施
の
た
め
の
各
国
国
内
行
動
計
画
の
成
果
並
び
に
日
本
の
課
題
」（
研
究
代
表
者
・
十
文
字
学
園
女

子
大
学
橋
本
ヒ
ロ
子
）
の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。
訪
問
先
の
選
定
と
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、「
女
性
平
和
構
築
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
マ
ビ
ッ
ク
・
カ
ブ
レ
ラ

バ
レ
ー
ザ
と
、「
一
三
二
五
号
実
施
を
推
進
す
る
女
性
た
ち
（W

E
 A

ct 1325

）」
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
・
ナ
リ
オ

ガ
ラ
チ
ェ
の
協
力
を
得
た
。
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